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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

    

本研究は、高圧化の巨大ひずみ加工で Al-Cu 系、Al-Zn-Mg-Cu 系および Al-Mg-Si 系析出強化合

金の結晶粒を超微細化し、低温度で時効処理することにより、結晶粒微細化強化と析出強化の同時

強化が実現できることを示したものである。従来困難とされてきた両強化法の同時活用が効果的に

できることを示した研究であり、博士（工学）の学位に値すると認める。  


